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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気

学会（IEEJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正す

べきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS C 2110-1:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 2110 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 2110-1 第 1 部：商用周波数交流電圧印加による試験 

JIS C 2110-2 第 2 部：直流電圧印加による試験 

JIS C 2110-3 第 3 部：インパルス電圧印加による試験 
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固体電気絶縁材料－絶縁破壊の強さの試験方法－ 

第 1 部：商用周波数交流電圧印加による試験 

Solid electrical insulating materials-Test methods for electric strength- 

Part 1: Tests at power frequencies 

 

序文 

この規格は，2013 年に第 3 版として発行された IEC 60243-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，固体電気絶縁材料の商用周波数（48 Hz～62 Hz）の交流電圧による短時間の絶縁破壊の強

さの試験方法について規定する。液体及び気体電気絶縁材料は，この規格の適用範囲には含まれないが，

測定時の含浸材又は周囲媒質として規定する場合がある。 

注記 1 この規格は，固体電気絶縁材料の表面に平行方向の絶縁破壊電圧の試験方法も含んでいる。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60243-1:2013，Electric strength of insulating materials－Test methods－Part 1: Tests at power 

frequencies（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 2103 電気絶縁用ワニス試験方法 

注記 対応国際規格：IEC 60464-2，Varnishes used for electrical insulation－Part 2: Methods of test 

（MOD） 

JIS C 2105 電気絶縁用無溶剤液状レジン試験方法 

注記 対応国際規格：IEC 60455-2，Resin based reactive compounds used for electrical insulation－Part 2: 

Methods of test（MOD） 

JIS C 2133 電気絶縁用チューブの試験方法 

注記 対応国際規格：IEC 60684-2，Flexible insulating sleeving－Part 2: Methods of test（IDT） 

JIS C 2142 固体電気絶縁材料－試験前及び試験時における標準状態 


